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研究成果の概要（ﾄﾞ１１文）：

隙間（ニッチ）ｌＩｆ場を創出し、そこで高い｢'7場占有率を維持し続ける企業の競争優位の源泉
を探った。食品や飲料産業で活動する企業の事例を分析するなかで、特定の事業に集中しなが
らぃ複数の付加｛I11illlI[活動｣二の優位をうまく統合している企業が、長期的な優位''１１ﾐの構築に成功
していることを発)Ｌした。

研究成果の概要（英文）：
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研究分野：社会科学
科研費の分科・細'１：経営学
キーワード：経徴戦略、隙間１１｢｣鮒、持続的競争健位、資源基総、ニッチ戦略

２．）研究の｜Ⅱ`１０

(1)競争優位の源泉については、これまで競
争戦略論や資源基盤アプローチなどが
解明してきたが、それら既存研究を踏ま
えつつ、特定商品を長くlli場に残存させ
ている企業の競争優化lJlHがどこにある
のかをLL体的に解明する。

］・研究開始当初の背景

１１本の飲料産業や食品産業では、カテゴリ
ーキラーと呼ばれる特定商品や特定事業に
おいて長期的に商い占有率を維持し続ける
企堆が多数存在し、それら企業の競争優位の
源ﾙ&を解明することは重要だと思われたが、
意外にも既存の研究成果は乏しかった。
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2009年度 500.000 l５ｑＯＯＯ 65qOOO
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(2)研究分択者なし

（）

研究者番乃：

（２）そもそも、競争優位とは'''1か、隙間市場

とは'''1か、持続性とは何か、など経営学
あるいは経営戦略論のjIL礎概念の意味
を問い1t!［し、その内容を}ﾘl1Miiにする。

(3)連携研究者

（）

研究者番号：

なし

３．.研究の方法

(1)カゴメ、ヤクルトキューピー、永谷園

をｲﾘﾄﾂﾋﾞ対象として選定し、盗料の収集お
よび企業・工場訪問をおこないヒアリン
グを笈施した。

（２）競争優位の関する論文、隙間（ニッチ）

市場に関する論文を収集し、その内容の
検討および整理をおこなった。

４．｛，｢究成jM：

（１）カゴメ、ヤクルトキューピー、永谷園
については、－定量のＩＩ１ｉ報を収集でき、
その活動内容および競争優位の源泉が
－部|Ⅲらかになった。それら企業は、特
定の商,1A分野に関して、」,L礎研究開発力、
型ＩＨＩ技術力、生産技術ル，'ij1l質管理力、
宣,伝・広告力など全方位的な強みを有し
ており、もはや後発他社の模倣参入が不
可能なほど高度な移動障畷を築いてい
ることが明らかになった。強みの複合的
な組み合わせ、それこそが、特に食品や
清涼飲料分野では持続的競争優位構築
の111台になる、ということが川らかになっ
た．

（２）基礎概念の再検討に関しては、今回特に

隙間Ilr場、ニッチ市場、ニッチ戦略につ
いて考察した結果、ニッチが必ずしも隙
間を意味していないことが明らかにな
り、ニッチ戦'１洛＝隙間１１丁場戦略と捉える
ことは適切でない、ということが明らか
になった。生態学のニッチイリト究の知見な
ども検討するなかで、ニッチ戦略とは企
業がｎらの資源に適した事業や市場を
選択する行為として理解すべきではな
いか、との結論に至った。
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